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衛星観測雨量を用いた海外における土砂災害の危険度評価に関する可能性 
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(1) 動機： 途上国においては，気象観測点が十分に

整備されておらず，国および地方政府が管内の土

砂災害のリスクマネジメントを行う情報が不足してい

る．日本国内のように水文観測計の密な整備とネッ

トワーク化，レーダ雨量計の整備などの実施には

莫大な時間と費用を必要とする．（図 1） 

 このような状況を踏まえ，土木研究所水災害・リス

クマネジメント国際センター（PWRI/ICHARM）では，

水文情報の少ない途上国において洪水災害の警

戒避難体制を構築することを目的として，Integrated 
Flood Analysis System (IFAS)を開発し，その普及・

改良を図っているところである． 

 途上国では，洪水災害ばかりではなく台風など豪

雨による大規模な土砂災害も発生し多くの人命が

失われている．土砂災害の危険度評価を行う機能

を開発することにより，水関連災害全般に適用でき

るパッケージ・ツールの提供が可能となる． 

(2) アプローチ： 平成 21（2009）年に山口県防府市で

発生した土砂災害をもたらした一連の降雨を対象

として，IFAS により取得・補正した衛星観測雨量デ

ータと地上観測雨量を用いて，国内で運用されて

いる土砂災害の危険度の推定手法を適用し，それ

らの結果から本手法の妥当性について議論する． 

(3) 意義： 現在，時間・空間の分解能が高い衛星観測

雨量は JAXA の提供する GSMaP である．日本の

提供するデータを日本の開発するシステムにより日

本で確立された評価手法を用いるワンパッケージ

の技術として普及をはかることが可能となる．  

(4) 特徴： IFAS は準リアルタイムで配信される衛星観

測雨量データ，流域の地形モデルを作成する数値

標高データ，流出解析モデルに用いる土地被覆，

土壌，地質などインターネットに無償で公開されて

いるデータを，各データの提供サイトからダウンロ

ードするとともに計算範囲の切り出しと格納するとこ

ろから，流域モデルの作成、流出解析パラメータの

設定，流出解析の実施とその計算結果の表示から

汎用地理情報システム（Google Earth）へのファイ

ル出力まで，GUI（Graphical User Interface）による

使いやすいソフトウェアとして構築している．  

(5) 今後の展開： アジア各国の参加する組織（台風委

員会など）を通じて、危険度を評価する時間・空間

の適正な分解能と危険度の表現手法について検

討するとともに普及を図って行く予定である． 

(6) 参考： IFAS； http://www.icharm.pwri.go.jp, 
GSMaP;http://sharaku.eorc.jaxa.jp/GSMaP_crest/in
dex.html 

 

 

 

 

図 1： 我が国と途上国の土砂災害警戒情報システムの整備状況に関するイメージ 
(青：我が国の整備状況，赤：途上国における整備状況，緑：本発表技術の適用範囲) 
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